
第１章 NPO法 20年地域フォーラムについて 

１－１ 目的 

1998 年に制定、施行された特定非営利活動促進法（以下、NPO 法）から 20 年が経過した。

この間、兵庫県内だけでも約 2500 にのぼる NPO 法人が生まれ、多様な公益活動を通じて、市

民社会の構築に向けて奮闘してきた。しかし、その働きはまだ十分とは言えず、資源も乏しい中

で、多くの課題を抱えているのが現状である。 

そこで、NPO 法制定に大きな影響を与えた阪神・淡路大震災以来、私たちが以前より増し大

切にしてきた「つながりあう（共助）社会」について、それを築いていくためにできることをテ

ーマに据え、「NPO 法から 20 年、できていること、できなかったこと、そしてこれから」を検

証するため、事前アンケート調査とフォーラムを実施した。 

アンケート調査については、これまでの様々な検証の中から、「震災復興市民検証研究会」

「NPO 法人実態調査」「中間支援組織の 20 年」「市民社会創造の 10 年」等の出版物および実行

委員会での考察を踏まえて設問を作成した。そして、これらの事業を通じて、この 20 年間で「何

ができていて、何ができなかったのか」を検証するとともに、社会における NPO の現在の立ち

位置の確認、今後の方向性を議論し、共有することをねらいとした。 

 

１－２ 実施概要 

兵庫県を阪神・丹波・神戸地域、播磨、淡路地域、但馬地域の３地域に分け、地域ごとに実行

委員会を組織し、事前アンケート調査およびフォーラムを実施した。 

 

１．事前アンケート調査 

フォーラムでの議論につなげるため、事前アンケート調査を実施した。調査対象は、①概ね

10 年以上にわたって継続的に活動している、②NPO 法の意義に理解がある、③できればフォ

ーラムにも参加できる団体、とした。また NPO 法人をはじめ、一般社団法人、社会福祉法人、

大学、行政、地域団体などの非営利セクター、そして企業にも参加を依頼した。 

項目は「つながりあう（共助）社会」に着目し、①NPO、②NPO 以外の非営利セクター、

③地域団体、④行政・自治体、⑤企業、⑥議会・政治、⑦中間支援 NPO・ひょうごボランタ

リープラザとの間で、「今取り組んでいること」「今後取り組みたいこと」「障壁になっている

こと」について、また「フォーラムで討論すべきこと」や「寄付者・支援者」、「組織運営」、

「地域や社会に与えたと考えられる具体的な影響や成果」など広範にわたって、記述式で回

答を依頼した。なお、詳細は「参考資料事前アンケート編」を参照されたい。 

調査の概要は以下の通りであった。 

 

 

 

 

 

地 域 依頼数 回答数 回収率 

阪神・丹波・神戸 134 93 69.4％ 

播磨・淡路 60 32 53.3％ 

但馬 66 18 27.3％ 

合計 260 143 55.0％ 
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２．フォーラムの概要 

アンケート調査の結果を踏まえて、各地域にて以下の通りフォーラムを実施した。各地域共

通で調査結果の報告を行い、その後の話し合いは、鼎談、キーノートスピーチ、分科会などそ

れぞれの地域に応じたプログラムとした。 

 

 

 

 

 

 

１－３ 推進体制 

地域ごとに、以下の通り実行委員会を組織し、アンケートの調査およびフォーラムの実施に

あたった。 

 

１．阪神・丹波・神戸フォーラム実行委員会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．播磨・淡路フォーラム実行委員会 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

地 域 開催日 会 場 参加者数 

阪神・丹波・神戸 2018 年 11 月 9 日 西宮市市民交流センター 30 団体 59 名 

播磨・淡路 2018 年 11 月 13 日 姫路市市民ホール 27 団体 40 名 

但馬 2018 年 10 月 26 日 豊岡市役所豊岡稽古堂 20 団体 26 名 

 

１ 前川 裕司 認定 NPO 法人コムサロン 21 理事長   ※実行委員長 

２ 李 貫一 NPO 法人淡路島 SPO 支援センター 代表理事 

３ 柳田 吉亮 NPO 法人北播磨市民活動支援センター 理事長 

４ 柏木 登起 NPO 法人シミンズシーズ 代表理事 

５ 山崎 清治 NPO 法人生涯学習サポート兵庫 理事長 

６ 中村 順子 認定 NPO 法人コミュニティ・サポートセンター神戸 理事長 

7 鬼本 英太郎 社会福祉法人兵庫県社会福祉協議会 ひょうごボランタリープラザ所長代理 

 

１ 中村 順子 認定 NPO 法人コミュニティ・サポ―トセンター神戸 理事長  ※実行委員長 

２ 東 朋子 NPO 法人コミュニティ事業支援ネット 理事長 

３ 土性 里花 一般社団法人ウイズ篠山 篠山市民プラザ相談員 

４ 中山 光子 認定 NPO 法人宝塚 NPO センター 事務局長 

５ 山崎 勲 NPO 法人シンフォニー 理事長 

６ 三井 ハルコ NPO 法人市民事務局かわにし 理事長 

７ 橋野 浩美 NPO 法人あしや NPO センター 事務局長 

８ 鬼本 英太郎 社会福祉法人兵庫県社会福祉協議会 ひょうごボランタリープラザ所長代理 
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３．但馬フォーラム実行委員会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．協力・助成・支援団体 

アンケート調査およびフォーラムなど本事業を実施するにあたり、以下の団体より支援を得

た。 

① 協力 生活協同組合コープこうべ、ひょうご市民活動協議会（HYOGON） 

② 助成 兵庫県県政 150 周年県民連携事業 

③ 支援 近畿ろうきん NPO パートナーシップ制度 

 

 

1 岩﨑 孔二 NPO 法人コミュニティアートセンタープラッツ代表理事   ※実行委員長 

2 小島 公明 いくの地域自治協議会事務局長 

3 馬袋 真紀 朝来市市長公室総合政策課創生企画係長 

4 中嶋 大介 朝来市総合政策課係長 

5 吉田 政明 豊岡市地域コミュニティ振興部生涯学習課課長補佐兼青少年センター所長 

6 小島 香織 養父市人権協働課主幹 

7 森本 和子 養父市地域活性化支援移住コーディネーター 

8 山下 剛志  香美町企画課  

9 浅野 理恵 新温泉町企画課主査 

10 陰 良夫 NPO 法人暮らしのエコをすすめる但馬の会理事長 

11 河本 美代子 NPO 法人にほんご豊岡あいうえお理事長 

12 植田 雅美 但馬県民局地域政策室協働推進課課長 

13 中村 順子 認定 NPO 法人コミュニティ・サポートセンター神戸 理事長 

14 鬼本 英太郎 社会福祉法人兵庫県社会福祉協議会ひょうごボランタリープラザ所長代理 
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